
公共調達監視委員会活動状況報告書 
                   （部局名） 宮城労働局   

１ 開催日         平成２８年１０月２８日（金） 
 
２ 委員の氏名及び役職等  委員長   髙木 龍一郎 （東北学院大学 副学長）  
              委 員   門脇  功  （門脇功税理士事務所 税理士）   
              委 員   小野 浩一  （東二番丁通法律事務所 弁護士）   
 
３ 審査対象期間      平成２８年５月１日～平成２８年８月３１日  
 
４ 審査契約件数 

（１） 公共工事 
① 競争入札によるもの 

・ 審査対象件数                     ０件  
・ 審議件数                       ０件  
    うち、低入札価格調査の対象となったもの      ０件  
 

② 随意契約によるもの 
・ 審査対象件数                     ０件  

      ・ 審議件数                       ０件  
 

（２） 物品・役務等 
①  競争入札によるもの 
・ 審査対象件数                     ４件  
・ 審議件数                       １件  

うち、契約金額が５００万円以上のもの       １件  
うち、参加者が一者しかいないもの         ０件  
うち、契約の相手方が独立行政法人となっ 
たもの                      ０件  
うち、委託契約金額に占める再委託金額の 
割合が２分の１を超えるもの            ０件  
 

②  随意契約によるもの 
・ 審査対象件数                     ０件  

      ・ 審議件数                       ０件  
        うち、新規案件で競争性のない随意契約で 

調達しているもの                 ０件  
        うち、企画競争又は公募をしたが、参加者 

（応募者）が一者しかいないもの          ０件  
うち、契約の相手方が独立行政法人となっ 
たもの                      ０件  
 



うち、委託契約金額に占める再委託金額の 
割合が２分の１を超えるもの            ０件  

                        
５ 審査案件の抽出方法      

 平成２８年５月１日～平成２８年８月３１日の審査対象期間に契約したすべて

の審査対象案件を審議した。 
 

 
６ 審査結果 
   不適切等と判断した件数                     ０件  
   結果内容及び措置状況 

全ての審査事案について「所見なし」とする。 
なお以下の意見を付する。 
①仕様書については確たる基準を設定し、それに基づいて作成すべきである。 

② 資料は、誤解を招かないよう作成すること。 
③ 調達事務に関するチェックリストを機械的なものではなく意味あ

るものとして活用すべきである。 

 



審議対象一覧及び審議結果

【競争入札　物品役務等】

番号 物品役務等の名
称及び数量

契約担当官等の
氏名並びにその
所属する部局の
名称所在地

契約を締結した日 契約の相手方の商
号又は名称及び住
所

一般競争入札・
指名競争入札
の別
（総合評価の実
施）

予定価格（円） 落札率
（％）

備考契約金額

～ 部局　宮城労働局

公共調達
審査会審
議結果状
況（所見）

公共調達監視委員会

【審議対象期間　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】平成28年5月1日 平成28年8月31日

公共調達監
視委員会審
議結果状況
（所見）

法人番号

一般定期健康診断
及びVDT検診委託
契約

86.25%

加藤　博人

平成28年6月1日 一般財団法人　宮
城県成人病予防協
会

一般競争入札 8,318,872円 7,174,980円支出負担行為担当官
宮城労働局総務部長

仙台市宮城野区鉄砲
町１番地

2者入札数

仙台市泉区本田町
8-26

所見なし

単価契約

所見なし

1

6370005000333

仙台署官用車交換
購入契約

74.62%

加藤　博人

平成28年6月2日 宮城日産自動車株
式会社

一般競争入札
（総合評価方
式）

1,368,801円 1,021,458円支出負担行為担当官
宮城労働局総務部長

仙台市宮城野区鉄砲
町１番地

1者入札数

仙台市宮城野区扇
町二丁目2番5号

所見なし 所見なし

2

3370001006551 

官用車の車検整備
及び法定１２か月点
検業務委託契約

83.60%

加藤　博人

平成28年6月10日 宮城三菱自動車販
売株式会社

一般競争入札 2,729,225円 2,281,520円支出負担行為担当官
宮城労働局総務部長

仙台市宮城野区鉄砲
町１番地

2者入札数

仙台市宮城野区日
の出町1-5-36

所見なし

単価契約

所見なし

3

2370001006560

「雇用保険の失業等
給付受給資格者の
しおり」外３種の印刷
物製作について

77.52%

加藤　博人

平成28年8月17日 株式会社東北プリン
ト

一般競争入札 1,437,951円 1,114,722円支出負担行為担当官
宮城労働局総務部長

仙台市宮城野区鉄砲
町１番地

2者入札数

仙台市青葉区立町
２４－２４

所見なし 所見なし

4

9370001011331 



開催日及び場所 平成28年10月28日 宮城労働局８階会議室

委　　　　　　　員

審議対象期間

審議対象件数

抽出案件件数

事案1

事案2

事案3

事案4

意見・質問 回　　　答

別葉のとおり 別葉のとおり

委員会からの意見の具申、勧告

宮城労働局　平成２８年度　第２回　公共調達監視委員会審議　議事録　（概要）

委員長 髙　木　龍一郎  (東北学院大学　副学長)
委   員 門　 脇　　   功  （門脇功税理士事務所　税理士）
委   員 小   野　浩  一　（東二番丁通法律事務所　弁護士)

平成２８年５月１日～平成２８年８月３１日

公共工事　競争入札案件　　０件

全件審議とした。

公共工事　随意契約案件　　０件

物品・役務　競争入札案件　４件

物品・役務　随意契約案件　０件

委員からの意見・質問、それに対する
回答等

なし

契約件名：一般定期健康診断及びＶＤＴ検診委託契約
契約相手方：一般財団法人　宮城県成人病予防協会
契約金額：7，174，980円
契約締結日：平成28年6月1日

契約件名：仙台署官用車交換購入契約
契約相手方：宮城日産自動車株式会社
契約金額：1，021，458円
契約締結日：平成28年6月2日

契約件名：官用車の車検整備及び法定12か月点検
　　　　　　　業務委託契約
契約相手方：宮城三菱自動車販売株式会社
契約金額：2，281，520円
契約締結日：平成28年6月10日

契約件名：「雇用保険の失業等給付受給資格者のしおり」外3種の印刷物製作に
ついて
契約相手方：株式会社東北プリント
契約金額：1，114，722円
契約締結日：平成28年8月17日



事案の概要 意見・質問 回　　　答

【事案１】
契約件名：一般定期健康診断及びＶ
ＤＴ検診委託契約
契約相手方：一般財団法人　宮城県
成人病予防協会
契約金額：7，174，980円
契約締結日：平成28年6月1日

　一般財団法人　宮城県予防医学協会
から徴取した参考見積における特殊健康
診断の単価と入札時の単価を比較すると
入札時の方が高くなっているが、なぜか。

　参考見積依頼時から仕様に変更は
ないため、業者の都合によるものと考え
ております。

【事案２】
契約件名：仙台署官用車交換購入
契約
契約相手方：宮城日産自動車株式
会社
契約金額：1，021，458円
契約締結日：平成28年6月2日

　参考見積を徴取した２社が入札に参加し
てこなかったのはなぜか。

　1者は納入期限までの納車が困難で
あったとのことです、また、もう１者は、入
札に係る書類上の不備が原因で参入
を断念したものです。

　交換購入の基準は何か。 　総走行距離が10万㎞を超えている車
両を対象に、車検時期や予算確保等
の条件を総合的に考慮して決定してお
ります。

【事案３】
契約件名：官用車の車検整備及び法
定12か月点検
　　　　　　　業務委託契約
契約相手方：宮城三菱自動車販売
株式会社
契約金額：2，281，520円
契約締結日：平成28年6月10日

　現在全車両の整備を１社のディーラーに
依頼しているが、各々のメーカーに依頼し
た方が安くなるのではないか。

　一定の資格をもつディーラーであれば
車検は対応可能であり、全車両を対
象とする場合、一括入札の方が安価
になると判断したものです。

【事案４】
契約件名：「雇用保険の失業等給付
受給資格者のしおり」外3種の印刷物
製作について
契約相手方：株式会社東北プリント
契約金額：1，114，722円
契約締結日：平成28年8月17日

　参入業者数は例年２者程度なのか。な
ぜ他の印刷業者は参入してこないのか。

　前年度参入していない業者も含めて
毎回５～６者には声掛けを行っており、
例年３～４者の参入がみられます。
　過去の入札額から参入を断念する
業者もいるものと考えています。

総評 全ての審査事案について「所見なし」とする。なお、下記意見を付する。

①仕様書については確たる基準を設定し、それに基づいて作成すべきである。
②各資料は、誤解を招かないよう作成すること。
③調達事務に関するチェックリストを機械的なものではなく意味あるものとして活用す
べきである。


